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＜点   鐘＞  会長 平林 英一 
＜ロータリーソング＞  我らの生業 
 
 

＜会長の時間＞    会長 平林 英一 
 

今日は 2週間ぶりの例会です。アッという間の毎日です。 

毎年盆を過ぎると、高山はとても涼しくなるところですが、

今年は猛暑が続くと予想していました。 

ところが、なんと夜は長袖が必要なくらい涼しくなりまし

た。昨日は布団をかぶってぐっすり眠れました。今後は、

食事もすすみ体重には気をつけなければと思います。若い

人はいいけれど、だんだん歳を取ると、体のことに気を遣

うようになるんですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盆休みの時、久しぶりに高校の同級生 6 人と飲みました。

定年退職に近づく仲間もおり、つくづく齢を考えました。

６０歳に近づくと余計に家族のこと体のこと現実的な話

が多くなります。 

私も昔は、テニスをバリバリやっていましたから、体力に

は自信がありました。今は、ゴルフ程度です。 ある一人

は、ホンルルマラソンに出るとか、ある人は、東京マラソ

ンに応募しているとか、山に登っているものもいました。

体と歳のことを考えているんですね。 

６０歳を過ぎ定年退職後の生き方のタイプをみると、２つ

に分かれるといわれます。 

生涯現役タイプ……若い者に負けないくらい生涯仕事に

没頭する人。日曜日のない人です。 

もう１つは、第２の人生を楽しむタイプ……毎日の仕事か

ら解放され、子供の自立などで、余暇を楽しむ考えを持つ

人、私は６０歳での定年退職は難しいからどちらでもない

ような気がします。 

「やるしかない。毎日仕事をしなくちゃ、借金も、お客も

待ってくれない。子供に任せられない」 

このことは、子供にとっては迷惑な話かもしれませんが、 

今日は職業奉仕委員会のプログラムの日です。皆さんはど

う考えますか？ 

 
 

＜幹事報告＞   幹事 新宮 一郎 
 

◎国際ロータリー第２６３０地区ガバナー事務所より 

・ロータリーレートのお知らせ 

  ９月より１＄＝７８円 

○公益財団法人 米山梅吉記念館より 

・秋季例祭のご案内  

日時：９月１７日（土）１４：００～ 

会場：米山梅吉記念館ホール 

・賛助会ご入金のお願い 

・米山梅吉記念館 館報１８ 

○高山ロータリークラブより 

・高山３ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会のご案内 

日時：９月１５日（木）１２：３０～  

会場：高山グリーンホテル ２階「天山の間」 

・例会変更のお知らせ 

９月２９日（木）休会 定款により 

○高山西ロータリークラブより 

・例会変更のお知らせ 

９月１６日（金）→９月１５日（木） 

ガバナー公式訪問例会のため 

９月２３日（金）休会 法定休日 

１０月７日（金）→１０月２日（日）ＩＭのため 

○四日市西ロータリークラブより 

・記念誌「40 周年の歩み」拝受 

＜飛騨作家協会より＞ 

 ・「文苑飛騨」拝受 

＜会報＞ 

・可児ＲＣ  ・高山ＲＣ 

  

◆会長  平林 英一   ◆幹事  新宮 一郎   ◆会報委員長 岩本 正樹   ◆会報担当 渡辺 修治 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

892 回 
49 名 49 名 43 名 － 87.76% 

前々回 

890 回 
49 名 49 名 35 名 5 名 81.53% 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2011～2012 年度 高山中央 RC会長テーマ 

「人として生きる」 

＜出席報告＞ 創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事務局  高山市花岡町 1-15 丸越商事 4Ｆ 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 
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＜本日のプログラム＞ 

職業奉仕委員会  島 良明 委員長 
 

 

 

「職業とは・・」    大保木 正博 会員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業奉仕の具体例

• 職業奉仕理念の学習

• 職業奉仕事例研究

• 職業情報交換

クラブの活動

職業奉仕の具体例

• 四つのテスト遵守

• 適正な利潤分配

• 公平な従業員対策

• 従業員の技能評価 特許

• 内部告発への対処

• 新しいサービス・商品の開発

自らの事業所で

• 不公正競争の是正 贈収賄、談合

• 自由競争 下請対策、看板方式

• 代金決済 手形

• 同業者との協力

• 業界全体の繁栄

業界全般で

• 適切な価格

• 豊富なサービス提供 品揃え

• サービス、商品に対する知識

• 従業員教育

• アフター・サービス

• 適正な広告

• 顧客のニーズに基づくサービス・商品開発

顧客に対して

• 事業紹介ビューロー

• マンパワー紹介ビューロー

• 職業情報の交換と提供

• グローバル・ネットワークの活用

• 不良サイト監視

• 禁制品監視

地域社会に密着した職業活動
支援システム

21世紀の職業奉仕

• 職業奉仕理念の再確認

シェルドンの思考と Profit の真意

• 産業構造の変化に対応した職業奉仕実践

• 地域社会全体を巻き込んだ職業奉仕実践

• 経済不況による職業倫理低下の抑止力

職業奉仕活動の受益者はロータリアン

ロータリーの魅力

ロータリーの二つの奉仕理念の何れを欠いても、ロータリー運動は成立しない

ロータリーの歩むべき道

経済不況による職業倫理低下の抑止力
産業構造変化に対処した事業存続

職業奉仕理念の確認
職業奉仕実践方法の再構築

経済不況による国家の財政基盤脆弱化

福祉・社会保障制度のNPO依存

ボランティア活動を可能にする環境整備

職業奉仕実践の結果

職業倫理の高揚

リピーターと新規顧客の獲得

継続的な事業の発展

2680 地区 PDG 田中毅氏 ロータリーシリーズ 

職業奉仕 

『倫理と実践の徹底分析 Ver.5』より抜粋 
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職業人のためのロータリー職業倫理基準 

島 良明 委員長 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１条  

自分の職業は価値あるものであり、社会に奉仕する絶

好の機会を与えられたものと考えること。 

第２条  

自己改善を図り、実力を培い、奉仕を広げること。そ

れによって「最もよく奉仕する者、最も多く報いられ

る」というロータリーの基準原則を実証すること。 

第３条  

自分は、企業経営者であることが故、成功したいとい

う大志を抱いていることを自覚すること。しかし、自

分は道徳を重んじる人間であり、最高の正義と倫理基

準に基づかない成功は、まったく望まないことを自覚

すること。 

第４条  

自分の商品、自分のサービス、自分のアイデアを金銭

と交換することは、すべての関係者がその交換によっ

て利益を受ける場合に限って、合法的かつ倫理基準に

合致する。 

第５条  

自分が従事している職業の倫理基準を高めるために、

最善を尽くすこと。そして、自分の仕事のやり方が、

賢明であり、利益をもたらすものであり、自分の実例

に倣うことが幸福をもたらすことを、他の同業者に悟

らせること。 

第６条  

自分の同業者よりも、同等またはそれに優れる完全な

サービスをすることに心がけて、事業を行うこと。や

り方に疑いがある場合は、負担や義務の厳密な範囲を

越えてサービスを付け加えること。 

第７条 

専門職種または企業経営者の最も大きい財産の一つこ

そ、友人であり、友情を通じて得られたものこそ、卓

越した倫理にかなった正当なものであることを理解す

ること。 

第８条  

真の友人はお互いに何も要求するものではない。利益

の為に友人関係の信頼を濫用することは、ロータリー

の精神に相容れず、倫理基準を冒涜するものであると

考えること。 

第９条  

社会秩序の上で、他の人たちが絶対に否定するような

機会を不正に利用することによって、非合法的または

倫理基準な個人的成功を確保することを考えてはなら

ない。物質的成功を達成するために、他の人たちが倫

理基準に疑わしいという理由から採らないような、有

利な機会を利用しないこと。 

第１０条  

私は人間社会の他のすべての人以上に、同僚であるロ

ータリアンに義務を負うべきではない。ロータリーの

真髄は競争ではなくて協力にあるからである。ロータ

リーのような機関は、決して狭い視野を持ってはなら

ず、人権は、ロータリークラブのみに限定されるもの

ではなく、人類そのものとして深く広く存在するもの

であることを、ロータリアンは断言する。さらに、ロ

ータリーはこれらの高い目標に向って、すべての人や

すべての組織を教育するために存在するのである。 

第１１条  

最後に「すべての人にせられんと思うことは、他人に

もその通りにせよ」という黄金律の普遍性を信じ、我々

が、すべての人にこの地球上の天然資源を機会均等に

分け与えられた時に、社会が最もよく保たれることを

主張するものである。 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

お盆はいかがお過ごしだったでしょうか。本日は、職業奉

仕委員会担当例会です。島委員長、大保木委員よろしくお

願いします。10/22 の地区大会は名古屋に宿泊です。皆さ

んの出席をお願いします。 

 理事役員一同 

 

大変暑かったり、雨が降り寒かったり、体調を崩しやすい

ので身体には気を付け色々と頑張りましょう。本日は、急

用ができたので途中退席します。すいません。 

 松之木 映一 

 

 

 

 

 

 

 

 

高山中央ＲＣのface bookに日本ロータリーＥクラブの案

内を載せましたので見て下さい。インターネットでメーキ

ャップができます。 高木 純 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


